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【材料　（２人前）】水分が多く、甘味が高く、
型くずれしにくいのが特徴

湯島大根と安肝のステーキ湯島大根と安
「 湯 島 大 根 」

3

3 3 3

。

（Ａ）

（Ｂ）

【作り方】　

前）】 （

▼
今
年
も
早
い
も
の
で
、
も
う
年
末
で
す
ね
。
毎
年

こ
の
時
期
に
な
る
と
必
ず
の
よ
う
に
「
１
年
早
か
っ
た

な
ぁ
。
今
年
は
昨
年
よ
り
成
長
し
た
部
分
は
あ
る
の

か
な
ぁ
」
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。
▼
先
日
、
テ
レ
ビ

で
大
学
の
後
輩
が
飲
食
店
の
店
長
と
し
て
頑
張
っ
て

い
る
姿
を
目
に
し
ま
し
た
。
年
末
年
始
に
は
、
普
段

は
会
え
な
い
友
人
や
先
輩
、
後
輩
な
ど
に
会
っ
て
い
ろ

ん
な
話
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。　
（
Ｙ
）

▼
暖
か
い
食
べ
物
が
う
れ
し
い
季
節
で
す
。
食
材
の

中
で
も
、
冬
の
こ
の
時
期
思
い
浮
か
ぶ
の
が
、
今
月
の

レ
シ
ピ
で
も
紹
介
し
て
い
る
「
湯
島
大
根
」。
大
根
ス

テ
ー
キ
と
出
会
っ
て
か
ら
大
根
を
見
る
目
が
変
わ
り

ま
し
た
。
▼
年
末
は
ク
リ
ス
マ
ス
や
お
正
月
な
ど
イ
ベ

ン
ト
が
た
く
さ
ん
で
す
ね
。
皆
さ
ん
と
共
に
、
楽
し

く
健
康
に
新
年
を
迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。（
Ｋ
）
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表３．歳出（性質別） （単位：百万円）

項　　目 Ｈ22決算 Ｈ21決算（比較）

義務的経費 7,973 8,122 （△149）

人 件 費 2,874 3,167 （△293）

扶 助 費 2,728 2,348 （380）

公 債 費 2,371 2,607（△236）

その他の経費 6,499 6,351 （148）

物 件 費 1,315 1,199 （116）

維 持 補 修 費 59 45 （14）

補 助 費 等 2,045 2,405（△360）

積 立 金 951 409 （542）

投資出資貸付金 207 191 （16）

繰 出 金 1,922 2,102（△180）

投資的経費 2,576 1,910 （666）

普通建設事業 2,550 1,853 （697）

災害復旧事業 26 57 （△31）

合　　計 17,048 16,383 （665）

普通会計

　平成 22年度の市の一般会計や特別会計の決算が 10月の
決算特別委員会で承認されましたので、皆さまが納めた税金
や負担金、国や県からの補助金などの収入がどのくらいで、
どのように使われたのかを、前年度決算と比較分析して、お
知らせいたします。
※すべて普通会計ベース（普通会計…一般会計・診療所・斎
　場・天草四郎メモリアルホール特別会計）
※各会計の歳入歳出決算は表 6を参照

平成
22年度

表１．歳入 （単位：百万円）
項　　目 Ｈ22決算 Ｈ21決算（比較）

自主財源 3,613 3,619 （△6）
地 方 税 2,218 2,259 （△41）
繰 入 金 117 139 （△22）
繰 越 金 603 521 （82）
諸 収 入 257 320 （△63）
その他（※１） 418 380 （38）

依存財源 14,654 13,367 （1,287）
地方譲与税等（※２） 493 505 （△12）
地方交付税等（※３） 8,713 8,240 （473）
国 庫 支 出 金 2,589 2,487 （102）
県 支 出 金 1,373 980 （393）
地 方 債 1,486 1,155 （331）
合　　計 18,267 16,986 （1,281）

　

歳
出
の
特
徴
は
、
円
グ
ラ
フ

(

歳
出
・
目
的
別
）
の
と
お
り
歳

出
総
額
に
対
し
て
社
会
保
障
経
費

で
あ
る
民
生
費
に
お
い
て
30
％
、

建
設
事
業
の
財
源
と
し
て
借
入
れ

た
地
方
債
償
還
費
で
あ
る
公
債
費

に
お
い
て
14
％
と
、
こ
の
両
経
費

で
44
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の

社
会
保
障
経
費
に
お
い
て
は
、
今

後
も
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
景
気
対
策
等
の
公
共

事
業
に
よ
る
地
方
債
の
増
発
の
影

響
で
公
債
費
が
多
額
で
あ
り
、
歳

入
が
減
少
す
る
中
、
他
の
経
費
へ

の
影
響
が
大
き
く
、「
予
算
の
質
」

の
向
上
を
目
指
す
本
市
に
と
っ
て

は
、
負
担
軽
減
は
最
重
要
課
題
で

あ
り
、
厳
し
い
制
限
基
準
を
設
け

た
計
画
的
な
地
方
債
発
行
を
今
後

も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

歳
出
を
性
質
別
に
区
分
す
る

と
、表
３
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

円
グ
ラ
フ
（
歳
出
・
性
質
別
）
の

右
側（
人
件
費
、扶
助
費
、公
債
費
）

が
義
務
的
経
費
で
任
意
に
節
減
で

き
な
い
経
費
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

が
歳
出
総
額
の
約
50
％
と
半
分
を

占
め
て
お
り
、
弾
力
性
の
な
い
極

め
て
硬
直
し
た
財
政
運
営
と
な
っ

て
い
ま
す
。

歳入
182億6,745万4千円
（前年度7.5％増）

※ １その他…分担金および負担金、使用料および手数料、
財産収入、寄附金
※ ２地方譲与税等…地方譲与税、利子割交付金、配当割
交付金、株式等譲渡所得割交付金、地方消費税交付金、
ゴルフ場利用税交付金、自動車取得税交付金、交通安
全特別対策交付金
※ ３地方交付税等…地方交付税、地方特例交付金

歳
出
の
内
訳（
目
的
別
）表
２

歳
出
の
内
訳（
性
質
別
）表
３

　

円
グ
ラ
フ
（
歳
入
）
の
地
方
税

か
ら
右
回
り
に
そ
の
他
ま
で
が
自

主
財
源
と
な
り
地
方
譲
与
税
等
か

ら
地
方
債
ま
で
が
依
存
財
源
と
な

り
ま
す
。
こ
の
グ
ラ
フ
を
見
て
い

た
だ
く
と
分
か
り
ま
す
よ
う
に
、

歳
入
総
額
に
対
し
て
自
主
財
源
比

率
（
繰
入
金
・
繰
越
金
含
む
）
は

約
20
％
、
依
存
財
源
比
率
は
約

80
％
と
依
存
財
源
に
頼
り
き
っ
た

歳
入
構
造
か
ら
は
脱
し
て
い
な
い

こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
依
存
財
源
の
中
で
も
地
方
交

付
税
等
は
、
歳
入
総
額
の
48
％
を

占
め
て
お
り
、
国
の
意
思
決
定
に

左
右
さ
れ
や
す
い
脆
弱
な
財
政
構

造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
の
内
訳  

表
１

表２．歳出（目的別） （単位：百万円）

項　目 Ｈ22 Ｈ21決算（比較）

議 会 費 159 176 （△ 17）

総 務 費 2,898 2,835 （63）

民 生 費 5,099 4,661 （438）

衛 生 費 1,592 1,615 （△23）

労 働 費 185 93 （92）

農 林 水
産 業 費 1,165 822 （343）

商 工 費 339 370 （△31）

土 木 費 1,162 1,475（△313）

消 防 費 643 633 （10）

教 育 費 1,408 1,039 （369）

災 害
復 旧 費 27 57 （△30）

公 債 費 2,371 2,607 （236）

合 計 17,048 16,383 （665）

決算報告決算報告
地方税
12％

地方交付税等
48％

国庫支出金
14％

県支出金
８％

地方債
８％

繰入金 １％
繰越金 ３％
諸収入 １％

その他 ２％
地方譲与税等 ３％歳出

170億4,793万6千円
（前年度4.1％増）

人件費
17％

扶助費
16％

公債費
14％

物件費
８％

普通建設事業
15％

補助費等
12％

繰出金
11％

積立金 ６％

議会費 １％

総務費
17％

民生費
30％

衛生費
９％

農林水産費 
７％

労働費 １％

土木費
７％

消防費 ４％

公債費
14％

投資出資貸付金 １％

教育費 
８％

商工費 ２％
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主
な
財
政
指
標
で
あ
る
表
７

を
見
る
と
、
自
主
財
源
比
率
は

19
・
８
％
と
な
り
、
前
年
度
よ
り

低
下
し
て
い
ま
す
が
、
経
常
収
支

比
率
85
・
２
％
、
実
質
公
債
費
比

率
14
・
７
％
と
な
り
、
地
方
債
現

在
高
や
積
立
金
現
在
高
と
合
わ
せ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
前
年
度
よ
り
改
善

し
ま
し
た
。
こ
こ
２
年
間
の
地
方

交
付
税
の
増
額
等
に
よ
る
財
政
指

標
の
改
善
が
見
ら
れ
ま
す
。
し
か

し
、県
内
市
の
平
均
と
比
較
し
て
、

低
く
と
ど
ま
っ
て
い
る
財
政
力
指

数
に
も
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
依

然
と
し
て
自
主
財
源
に
乏
し
く
、

依
存
財
源
体
質
か
ら
脱
却
で
き
て

い
な
い
状
況
に
あ
り
、
今
後
の
課

題
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

経
常
収
支
比
率
と
実
質
公
債
費

比
率
の
改
善
は
、
交
付
税
増
額
に

加
え
て
、
効
率
的
な
執
行
に
心
が

け
た
成
果
で
も
あ
り
、
財
政
健
全

化
計
画
（
リ
バ
イ
バ
ル
プ
ラ
ン
）

の
効
果
の
実
証
で
も
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
県
内
市
の
平
均
値
と
比

較
す
る
と
、
実
質
公
債
費
比
率
で

１
・
５
％
上
回
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
、
県
内
市
平
均
値
を
下
回
る

よ
う
努
め
ま
す
。 家

計
に
お
き
か
え
る
と
…
。

表４．上天草家の歳出（実際の金額の 10,000 分の 1） （単位：千円）

項目

食　費 医　療 返　済 衣　類 車　検

H22 287 273 237 132 6
H21 317 235 261 120 4

項目

交　際 預　金 学　費 環　境

合　計

H22 204 95 213 258 1,705
H21 240 41 229 191 1,638

表７．財政指標 （単位：％、百万円）
項　目 自主財源比率（※4）経常収支比率（※5）実質公債費比率（※6） 地方債現在高 積立金現在高 財政力指数（※7）
Ｈ22決算 19.8 85.2 14.7 19,869 2,098 0.264
Ｈ21決算
（比較）

21.3
（△1.5）

91.7
（△6.5）

16.1
（△1.4）

20,427
（△558）

1,166
（932）

0.278
（△0.014）

県内市平均値 ‒ 87.5 13.2 ‒ ‒ 0.441
※４ 自主財源比率…市町村独自に調達しうる財源が、歳入総額に対しどの程度あるのかを示す。（繰入金・繰越金を
含んで算出）
※５ 経常収支比率…財政の硬直度を示すものであり、高いほど臨時的な経費に対応できない柔軟性に欠ける状況を
示す。（妥当と認められる数値、町村 70％、市 75％）
※６ 実質公債費比率…関係する公債費の資金繰りが財政運営に及ぼす危険度を示す。（地方債許可基準は18.0％未満）
※７ 財政力指数…地方公共団体の財政力を示す。1.0 を超えていれば、国に頼らない自力での財政運営が可能である
ということになる。

表６．平成 22年度各会計の決算額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

会　計　名
平成 22年度決算 平成 21年度決算 増減額

歳入額 歳出額 歳入額 歳出額 歳入額 歳出額

一般会計 18,166,439 16,955,663 16,866,991 16,272,396 1,299,448 683,267

特別会計 8,765,030 8,620,846 9,252,749 9,046,459 △ 487,719 △ 425,613

　国民健康保険（事業勘定） 4,925,937 4,845,658 5,092,743 4,936,857 △ 166,806 △ 91,199

　老人保健医療 4,969 4,969 12,328 11,427 △ 7,359 △ 6,458

　診療所 73,317 67,194 70,348 67,389 2,969 △ 195

　介護保険 2,929,877 2,888,512 2,964,630 2,928,198 △ 34,753 △ 39,686

　斎場 93,897 90,045 50,821 46,863 43,076 43,182

　天草四郎メモリアルホール 35,574 36,807 65,264 63,831 △ 29,690 △ 27,024

　後期高齢者医療 350,351 347,571 335,995 335,919 14,356 11,652

　公共下水道事業 335,165 324,149 644,677 640,033 △ 309,512 △ 315,884

　物揚場造成事業 15,943 15,941 15,943 15,942 0 △ 1

公営企業会計 4,225,013 4,056,849 4,208,242 4,127,159 16,771 △ 70,310

　上水道事業（税抜き後） 856,378 833,958 857,312 832,807 △ 934 1,151

　病院事業（税抜き後） 3,368,635 3,222,891 3,350,930 3,294,352 17,705 △ 71,461

合　　　計 31,156,482 29,633,358 30,327,982 29,446,014 828,500 187,344

　

平
成
22
年
度
決
算
を
家
計
に
お

き
か
え
て
み
ま
す
。

　
「
上
天
草
家
」夫
婦
、会
社
勤
め
、

学
生
の
子
ど
も
が
一
人
ず
つ
、
祖

父
母
が
別
世
帯
で
生
活
し
て
い
る

と
設
定
し
ま
す
。

　

上
天
草
家
の
家
計
の
決
算
は
、

支
出
で
１
７
０
万
５
千
円
で
、
そ

の
主
な
収
入
と
し
て
は
、
父
親
の

給
料
（
地
方
税
）
22
万
２
千
円
と
、

母
親
の
パ
ー
ト
収
入
と
息
子
の
収

入
（
税
外
収
入
）
11
万
７
千
円
。

で
も
そ
れ
だ
け
で
は
足
り
ま
せ
ん

の
で
、祖
父
母
か
ら
は
仕
送
り（
地

方
交
付
税
等
）
１
２
６
万
８
千
円

を
も
ら
い
、
銀
行
（
地
方
債
の
発

行
）
か
ら
14
万
９
千
円
借
り
入
れ

て
、
や
り
繰
り
を
し
て
い
ま
す
。

　

支
出
の
内
容
に
お
い
て
は
、
家

庭
で
は
欠
か
せ
な
い
食
費
・
光
熱

費
（
人
件
費
）
に
28
万
７
千
円
、

病
院
代
や
親
の
介
護
費
用
（
扶
助

費
）
に
27
万
３
千
円
、
こ
の
病
院

代
は
、
祖
父
母
の
高
齢
化
に
よ
り

今
後
ま
す
ま
す
か
か
り
そ
う
で

す
。
ま
た
こ
れ
ま
で
の
借
金
の
返

済
（
公
債
費
）
に
は
23
万
７
千
円

も
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
３
つ
の
支
出
の
計
で
約

50
％
を
占
め
、
苦
し
い
台
所
事
情

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
宅
の
環
境
を
良
く

す
る
た
め
改
修
費
（
投
資
的
経

費
）
を
25
万
８
千
円
使
っ
て
い
ま

す
が
、
集
中
的
に
投
資
す
る
こ
と

で
一
カ
所
ず
つ
片
づ
け
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
子

ど
も
が
大
学
生
に
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
学
費
（
繰
出
金
等
）
と
し

て
、
21
万
３
千
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
も
家
計
を
窮
屈
に
し

て
い
る
一
つ
の
要
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
す
の

で
、
と
て
も
夫
婦
で
稼
い
だ
お
金

（
自
主
財
源
）
29
万
円
で
は
賄
い

き
れ
ず
、
祖
父
母
か
ら
の
仕
送
り

等
（
依
存
財
源
）
１
４
６
万
６
千

円
が
な
い
と
生
活
で
き
な
い
状
況

で
す
。

　

家
計
を
苦
し
め
て
い
る
ロ
ー

ン
現
在
高
（
地
方
債
現
在
高
）

は
、
年
々
減
少
し
て
い
る
も
の
の

１
９
８
万
７
千
円
、
父
の
月
の
給

与
の
お
お
よ
そ
９
倍
あ
り
、
こ
れ

は
、家
の
増
改
築
を
し
た
時
の「
多

額
の
借
金
」
が
一
番
の
問
題
点
に

な
っ
て
い
ま
す
。

※普通会計決算は、一般会計、診療所・斎場・天草四郎メモリアルホール特別会計の合算額になりますが、純計操作
をしており、単純に４会計の合算額ではありません。

財
政
指
標
か
ら
見
る

上
天
草
市

食費・光熱水費････人件費

医療･･････････････扶助費

ローン返済････････公債費

衣類･･････････････物件費

車検･･････････維持補修費

交際費･･････････補助費等

預金･･････････････積立金

学費 ･･･ 繰出金、投資出資
　　　　　　および貸付金

環境･･････････投資的経費

表５．上天草家の歳入（実際の金額の 10,000 分の 1） （単位：千円）

項目

給　料 パート 預金引出 繰越金

H22 222 68 12 60
H21 226 70 14 52

項目

仕送り 息子収入 ローン

合　計

H22 1,267 49 149 1,827
H21 1,171 50 115 1,698

自主財源
　父の給料･･････････････････････地方税
　母のパート････････････････････　　　
　　 分担金および負担金、使用料および手

数料、財産収入、寄附金、諸収入
　預金引出･･････････････････････繰入金
　前月繰越金････････････････････繰越金

依存財源
　仕送り････････････････････････　　　
　　 地方交付税、地方特例交付金、国支出

金、県支出金
　息子収入･･････地方譲与税、各種交付金
　ローン････････････････････････地方債
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本
市
で
は
、
安
心
安
全
な
施
設
環
境
を
確
保
し
、
よ
り
快
適
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
市
民
の
皆
さ
ま
に
提
供
で
き
る
新
庁
舎
建
設
に
向
け
た
目
指
す
べ
き
姿
を

示
す
べ
く
、
上
天
草
市
松
島
庁
舎
建
設
基
本
構
想
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
構
想
は
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
最
大
限
に
反
映
す
る
た
め
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
（
意
見
募
集
）
を
実
施
し
た
う
え
で
、
策
定
し
た
も
の
で
す
。

　

本
構
想
で
は
、新
庁
舎
の
規
模
や
導
入
す
る
機
能
、建
設
地
、事
業
費
等
の
他
、

本
市
が
目
指
す
庁
舎
の
あ
り
方
や
今
後
の
進
め
方
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
掲
載
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
本
構
想
を
簡
略
化
し
た
概
要
版

で
あ
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
広
く
周
知
す
る
も
の
で
す
。

　

新
庁
舎
は
、
梅
雨
前
線
に
よ
る
豪
雨
や

台
風
と
い
っ
た
例
年
発
生
す
る
災
害
発
生

時
に
お
い
て
、
現
地
災
害
対
策
本
部
と
し

て
救
助
や
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
指
示
や

指
揮
、
情
報
の
収
集
・
伝
達
等
、
災
害
復
旧
・

復
興
活
動
の
中
核
と
し
て
の
機
能
を
備
え

た
市
民
の
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を
支
え

る
拠
点
と
な
る
庁
舎
と
し
ま
す
。

　

新
庁
舎
は
、
市
民
と
行
政
を
繋
ぎ
、
交

流
を
図
る
市
民
参
画
の
場
と
な
る
よ
う
市

民
に
開
か
れ
、
文
化
・
言
語 

・
国
籍
の
違

い
や
老
若
男
女
と
い
っ
た
差
異
、
障
が
い
・

能
力
の
如
何
を
問
わ
ず
誰
も
が
使
い
や
す

い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
た

庁
舎
を
目
指
し
ま
す
。

　

新
庁
舎
は
、
市
の
職
員
定
数
適
正
化
計

画
に
基
づ
き
将
来
の
行
政
の
変
化
に
対
応

で
き
る
柔
軟
性
の
高
い
庁
舎
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
高
度
情
報
化
社
会
に
対
応
し
た

設
備
や
執
務
ス
ペ
ー
ス
を
備
え
た
庁
舎
と

し
、
最
適
な
執
務
環
境
を
維
持
す
る
と
と

も
に
、
省
力
化
・
省
ス
ペ
ー
ス
化
を
追
求

す
る
こ
と
で
、
よ
り
無
駄
の
な
い
コ
ン
パ

ク
ト
な
庁
舎
と
し
ま
す
。

　

新
庁
舎
は
、
華
美
・
豪
華
な
建
物
と
せ
ず
、

実
質
機
能
の
豊
か
さ
や
利
用
し
や
す
さ
を

追
求
し
、
ま
た
、
周
辺
の
景
観
と
調
和
し

市
民
の
皆
さ
ま
に
永
く
親
し
ま
れ
る
よ
う

な
デ
ザ
イ
ン
と
し
ま
す
。

①
市
民
の
安
心
・
安
全
な

暮
ら
し
を
支
え
る
拠
点

と
な
る
庁
舎

②
市
民
に
開
か
れ
た
、

　

誰
も
が
使
い
や
す
い
庁
舎

③
社
会
情
勢
の
変
化
に

　

対
応
で
き
る
庁
舎

④
周
辺
の
景
観
と

　

調
和
の
と
れ
た
愛
着
の

持
て
る
庁
舎

　

新
庁
舎
は
、
自
然
光
、
自
然
通
気
な
ど

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
の
み
な
ら

ず
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
省
資
源
化
に
特
化

し
た
設
備
を
積
極
的
に
導
入
す
る
こ
と
で
、

市
民
へ
の
環
境
推
進
の
模
範
と
な
り
、
市

の
環
境
政
策
を
先
導
す
る
役
割
を
担
う
庁

舎
と
し
ま
す
。

⑤
環
境
に
優
し
い
庁
舎

新
庁
舎
の
目
指
す
べ
き
姿
（
基
本
理
念
）

上
天
草
市
松
島
庁
舎

　
　
　
建
設
基
本
構
想
を
策
定
し
ま
し
た

▲老朽化が進む現松島庁舎

上
天
草
市
総
合
防
災
訓
練

東
日
本
大
震
災
後
初
と
な
る
総
合
防
災
訓
練

1

2

4

5
6

7

8

9

3

　

上
天
草
市
で
は
、
災
害
時
の
防
災
体
制
の

確
立
と
防
災
関
係
機
関
相
互
の
協
力
の
円
滑

化
お
よ
び
市
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
11
月
６
日
、
陸
上
自
衛
隊
・

消
防
本
部
を
は
じ
め
各
防
災
関
係
機
関
の
協

力
の
も
と
、
平
成
23
年
度
上
天
草
市
総
合
防

災
訓
練
を
松
島
町
合
津
港
一
帯
で
実
施
し
ま

し
た
。

　

本
訓
練
は
本
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
後
、
初
の
総
合
防
災
訓
練
で
あ

る
た
め
、
地
震
、
特
に
大
津
波
警
報
が
発
生

し
た
こ
と
を
想
定
し
、
市
幹
部
職
員
に
よ
る

図
上
訓
練
、
住
民
に
よ
る
避
難
訓
練
、
各
防

災
機
関
が
参
加
す
る
実
働
訓
練
な
ど
を
実
施
。

負
傷
者
の
救
出
や
船
で
の
搬
送
な
ど
実
践
的

な
演
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
在
市
で
は
市
防
災
計
画
策
定
検
討
員
会

に
お
い
て
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
防
災
計

画
の
見
直
し
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

南
海
地
震
が
発
生
。
震
度
５
強
・
大
津
波
に
よ
る
甚
大
な

被
害
を
想
定
し
、
住
民
・
消
防
本
部
は
じ
め
防
災
関
係
機

関
が
参
加
し
た
総
合
的
な
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

1災害対策本部による図上訓練
2樋合・永浦地区住民による避難訓練
3消防団による負傷者輸送訓練
4上天草総合病院医師によるトリアージ
5上天草警察署による情報収集訓練
6陸上自衛隊による救出訓練
7市婦人会と社協による炊き出し訓練
8消防本部と海上保安部よる負傷者搬送訓練
9海上保安部と消防団による物資輸送訓練

訓練内容

「トリアージ」…災害時において多数の傷病者
が発生した際に治療の優先順序を決めること
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○健康福祉部〔保健課、福祉課、高齢者ふれあい課〕
○保健センター〔健康づくり推進室〕　○市民生活部〔市民窓口課〕
○建設部〔建設課、都市整備課〕　　　○教育部〔学務課、社会教育課〕
○中央公民館

敷地利用計画
新庁舎建設地

場所 上天草市松島町合津 7915 番 5他

項目 面積 備考
敷地面積 10,808㎡ 庁舎建築面積＋駐車場面積＋外構・緑地等面積

庁舎建築面積 1,957㎡ ２階建を想定（新庁舎の延床面積 3,914㎡÷２）
駐車場面積 7,050㎡ ○来庁者用駐車場　80 台　○職員用駐車場　 153 台　○公用車用駐車場  49 台

外構・緑地等面積 1,801㎡ 敷地全体の 20％程度

新庁舎の延床面積
項目 面積 備考

庁舎 2,914㎡ ○事務室　894㎡　　　　　　○倉庫等　116㎡
○会議室、便所等　1,071㎡　○玄関、廊下等　833㎡

保健センター 1,000㎡ 診察室、保健指導室、健康相談室、栄養指導室、調理実習室ほか
合　計 3,914㎡

項目 現保健センター敷地
（松島町合津 3537 番 1他）

アロマ横市有地
（松島町合津 4276 番 97）

山陽木材所有地
（松島町合津7915番 5他）

敷地条件

○国道を挟み東西に分かれて土地
が存在するため、庁舎と職員駐
車場等を一体的に整備できない。

○敷地面積が狭いため、庁舎は２
階建以上にしなければならない。

○庁舎（平屋建可）と駐車場
を一体的に整備可能な面積
を有する。

○庁舎（平屋建可）と駐車場
を一体的に整備可能な面積
を有する。

項目 現保健センター敷地
（松島町合津 3537 番 1他）

アロマ横市有地
（松島町合津 4276 番 97）

山陽木材所有地
（松島町合津7915番 5他）

交通アクセス

○国道に面しており、交通アクセ
スは優れており、現庁舎所在地
なので市民にとって最も分かり
やすい場所である。

○アロマの敷地に面している
ため、市民にとって比較的
分かりやすい場所である。

○松島町のみならず、大矢野
町、姫戸町、龍ヶ岳町から
のアクセスは最も優れてお
り利便性は十分ある。

防災面

○内陸部に位置しており、旧松島町
時代以降、災害復興の拠点として
利用されてきた実績があるもの
の、国道より地盤高が低く、豪雨
時において冠水のおそれがある。

○地盤が海面の最高潮位より
も低く、豪雨時には冠水の
恐れがある。

○地盤高は３候補地の中で最
も高く、豪雨時における冠
水のおそれはない。

費用面

○用地取得費は発生しない。
○駐車場の賃借料が今後も発生す
る。（年間 1,970 千円程度）

○保健センターの仮事務所が必要と
なり、その移転費用が発生する。

○地盤高が国道よりも低いため、
嵩上げに係る費用が発生する。
○嵩上げする際、入口付近の民家
に干渉するため、移転補償に係
る費用が必要となる。

○地盤高を嵩上げするため
に、大規模な盛土やそれに
伴う地盤改良（対策工）が
必要となり、膨大な費用が
発生する。
○市道の幅員が狭いので国道
266 号からのアクセス面の
強化策として橋梁もしくは
道路改良が必要となる。

○用地取得費は、現保健セン
ター敷地に建設する際の費
用 252,664 千 円 か ら 山 陽
木材所有地に建設する際の
費用（用地取得費以外の費
用 168,017 千 円 ） の 差 額
84,647 千円以下で購入可能
であり、3 候補地の中で最
も安価となる。

　以上のとおり、敷地条件、交通の利
便性、防災面および費用面のすべての
面において山陽木材所有地が最も優れ
ていたため、山陽木材所有地「松島町
合津 7915 番 5 他」を新庁舎建設地と
したところです。

【問合せ先】　企画政策課　☎ 0964（56）1111



四半的弓道で優勝

取材：広報特派員　濱田ミスエさん（左）・三宅ヤス子さん（右）
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現在、６人の市民の皆さんが広報特
派員として活躍中です。先月号から特派
員によるレポートを掲載しています。

10月15日

音楽あふれるまちへ―夢ふくらむ―
バイオリンなど弦楽器作り30年

10月16日

11月１日

10月29日

赤崎・葛崎地区子供会
九州一周駅伝で力走！

力強い作品で最高齢者賞を受賞
赤崎・葛崎地区子供会

平成23年度四半的弓道松島大会 グランツール九州 2011

上北小での火事を想定
大矢野町防災訓練

ねんりんピック美術展

11月10日

濱



「火の用心」を呼びかけパレード

元島静江さん
大矢野町上

明治 44年 9月 17 日

益田カネさん
大矢野町登立

明治 44年 10 月 12 日

前田ミツコさん
松島町阿村

明治 44年 10 月 5日

黒皮カヤノさん
松島町教良木

明治 44年 9月 22 日
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11月３日

海を背にジャズコンサート

文化かおるまちづくりに
市芸術文化祭オープニングセレモニー

11月6日
10月22日

11月９日 10月21日

100表彰おめでとうございます

レジ袋削減にご協力を
素足で歩ける砂浜を次世代に

～元島さん、黒皮さん、前田さん、益田さんに表彰～

幼年消防クラブ員が呼びかけ
レジ袋削減推進キャンペーン

Hondaビーチクリーン活動
「A列車で行こう」運行記念
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第
10
条　

肝
臓
な
ど
定
期
検
査
を

　
　
　
　

忘
れ
ず
に

第
７
条　

ア
ル
コ
ー
ル
薬
と
一
緒
は

　
　
　
　

危
険
で
す

　

忘
年
会
、
ク
リ
ス
マ
ス
や
お
正
月
な
ど

年
末
年
始
は
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
む
機
会
が

多
く
な
り
ま
す
。
お
酒
は
適
量
を
適
正
な

方
法
で
飲
め
ば
、
医
学
的
に
も
健
康
に
良

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
㈳
ア
ル
コ
ー
ル

健
康
医
学
協
会
が
「
適
正
飲
酒
の
10
か
条
」

を
作
成
し
て
い
る
の
で
紹
介
し
ま
す
。

第
１
条　

談
笑
し
楽
し
く
飲
む
の
が

　
　
　
　

基
本
で
す

　

適
量
の
お
酒
は
楽
し
い
気
持
ち
を
さ
ら

に
増
加
さ
せ
る
効
果
や
、
緊
張
を
和
ら
げ

た
り
良
好
な
対
人
関
係
を
促
す
効
果
が
あ

り
ま
す
。
家
族
や
友
人
と
共
に
語
り
合
っ

た
り
笑
っ
た
り
し
な
が
ら
、
お
酒
の
味
と

そ
の
場
の
雰
囲
気
を
楽
し
ん
で
上
手
に
飲

み
ま
し
ょ
う
。

第
２
条　

食
べ
な
が
ら
適
量
範
囲
で

　
　
　
　

ゆ
っ
く
り
と

　

お
酒
と
一
緒
に
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
も
の
、
と
く
に
タ
ン
パ
ク
質
や
脂
質

を
含
ん
だ
食
物
を
適
量
食
べ
る
と
胃
腸
障

害
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
の
代
謝
能
力
に
は
個
人
差

が
あ
り
ま
す
。
一
般
的
な
適
量
を
次
に
示

し
て
い
ま
す
。

　

肝
臓
が
１
日
に
処
理
で
き
る
ア
ル

コ
ー
ル
量
を
考
慮
し
た
飲
酒
の
適
量

は
ビ
ー
ル
な
ら
中
瓶
１
本
、
日
本
酒

な
ら
１
合
、
焼
酎
な

ら
０
・
５
合
、
ワ
イ

ン
な
ら
グ
ラ
ス
２

杯
。
い
ず
れ
も
ア
ル

コ
ー
ル
量
に
し
て
約

20
ｇ
で
す
。

第
３
条　

強
い
酒
薄
め
て
飲
む
の
が

　
　
　
　

オ
ス
ス
メ
で
す

　

ア
ル
コ
ー
ル
度
数
の
高
い
飲
料
は
の
ど

や
胃
腸
の
粘
膜
に
強
い
刺
激
を
与
え
ま
す
。

第
４
条　

つ
く
ろ
う
よ
週
に
２
日
は

　
　
　
　

休
肝
日

　

お
酒
を
飲
む
と
、
肝
臓
に
は
中
性
脂
肪

が
蓄
積
さ
れ
ま
す
。
胃
や
腸
の
粘
膜
も
荒

れ
て
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
臓
器
の
修
復
の

た
め
に
週
に
２
日
程
度
の
休
肝
日
を
作
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
２
〜
３
日
飲
ん
で
１

日
休
む
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

第
５
条　

や
め
よ
う
よ
き
り
な
く
長
い

　
　
　
　

飲
み
続
け

第
６
条　

許
さ
な
い
他ひ

と人
へ
の
無
理
強
い

　
　
　
　

イ
ッ
キ
飲
み

　

飲
酒
時
の
マ
ナ
ー
と
し
て
、
一
緒
に
飲

む
人
た
ち
に
お
酒
の
無
理
強
い
は
せ
ず
、

み
ん
な
が
楽
し
く
飲
め
る
よ
う
十
分
に
配

慮
し
ま
し
ょ
う
。

　

お
酒
と
一
緒
に
薬
を
併
用
す
る
と
、
薬

の
作
用
が
な
く
な
っ
た
り
、
逆
に
強
く
現

れ
た
り
し
ま
す
。
薬
と
一
緒
に
飲
酒
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

第
８
条　

飲
ま
な
い
で
妊
娠
中
と

　
　
　
　

授
乳
期
は

第
９
条　

飲
酒
後
の
運
動
・
入
浴　

　
　
　
　

要
注
意

　

大
量
飲
酒
を
長
期
間
続
け
る
と
、
肝
臓

に
大
き
な
負
担
を
か
け
ま
す
。
自
分
の
健

康
を
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

お
酒
を
お
い
し
く

　
　
　
飲
む
た
め
の
秘
訣

　

平
成
19
年
に
10
〜
20
代
を
中
心
と

し
た
年
齢
層
で
麻
し
ん
が
流
行
し
、

多
く
の
学
校
で
休
暇
措
置
を
取
る
な

ど
社
会
的
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

麻
し
ん
排
除
に
は
、
集
団
免
疫
と

し
て
接
種
率
95
％
以
上
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
接
種
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
、

冬
季
休
暇
な
ど
を
利
用
し
て
接
種
し

ま
し
ょ
う
。
風
し
ん
も
予
防
す
る
た

め
、
原
則
、
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
使
用

し
ま
す
。
対
象
者
は
次
の
方
々
で
す
。

※
問
診
票
を
な
く
さ
れ
た
方
は
、
松

島
保
健
セ
ン
タ
ー
・
各
庁
舎
福
祉

係
窓
口
に
母
子
手
帳
を
お
持
ち
の

う
え
お
い
で
く
だ
さ
い
。

麻しん風しん
（MR）

対象者
10月末日
接種率

第２期
（保育園年長児）

平成 17 年４月２日～
平成 18 年４月１日生

66.0％

第３期
（中学１年生）

平成 10年４月２日～
平成 11 年４月１日生

68.3％

第４期
（高校３年生）

平成５年４月２日～
平成６年４月１日生

64.0％

麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種
！

も
う
お
済
み
で
す
か
？

訣訣

　

肝
臓
に
負
担
を
か
け
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　

お
酒
の
量
は
？

種　類 ※用意するもの 対象地区 日 対象者（月生） 受付時間
水
火
木
木
火
木
木
金
火
木

火

木
木

【場　所】

【用意するもの】 

種　類 日 実施時間

木 木

木
【場所】 　

種　類 日 実施時間
木 木

【場所】 ☎

日 病院名〈診療科目〉 （所在地）電話番号

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎
【診療時間】　

場　所 日 実施時間
（手帳受付時間）

火 月
月 月

木

月

木、 月

用意するもの　

○検査日

○検査場所
○検査内容

○検査方法
○検査結果

○その他
○予約方法

○問合せ先
☎

エイズ・性感染症の検査を実施
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市立病院
だより

ＤＭＡＴ（ディーマット）
を紹介します

上天草総合病院
外科　城野英利

　
『
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
』
を
ご
存
知
で
す

か
？
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
は
「
災
害
急
性

期
に
活
動
で
き
る
機
動
性
を
持
っ

た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
医
療

チ
ー
ム
」
と
定
義
さ
れ
て
お
り
、

災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
（Disaster 

M
edical Assistance Team

）
の

頭
文
字
を
と
っ
て
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
医
師
、
看
護
師
、

業
務
調
整
員
（
医
師
・
看
護
師
以

外
の
医
療
職
お
よ
び
事
務
職
員
）

で
構
成
さ
れ
、
大
規
模
災
害
や
多

傷
病
者
が
発
生
し
た
事
故
な
ど
の

現
場
に
、
急
性
期
（
お
お
む
ね
48

時
間
以
内
）
に
活
動
で
き
る
機
動

性
を
持
っ
た
、
専
門
的
な
訓
練
を

受
け
た
医
療
チ
ー
ム
で
す
。
９
月

末
、
私
を
含
め
当
院
ス
タ
ッ
フ
５

人
で
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
東
京
都

立
川
市
の
国
立
病
院
機
構
災
害
医

療
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
４
日
間
の

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
員
研
修
を
受
け
て
き

ま
し
た
。無
事
、試
験
に
も
合
格
し
、

熊
本
県
下
で
14
チ
ー
ム
目
、
上
天

草
市
で
初
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
し
て
資

格
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
回
は
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
活
動

に
つ
い
て
の
紹
介
を
行
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

平
成
7
年
１
月
17
日
、
戦
後

最
大
級
の
都
市
直
下
型
地
震
で
あ

る
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
」
が
起

こ
り
ま
し
た
。（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
７
・
２
、
被
災
家
屋
：
５
１
２
，

８
８
２
棟
、
死
者
・
行
方
不
明
者

６
，
４
２
５
人　

負
傷
者
４
３
，

７
７
２
人
）
崩
壊
し
た
ビ
ル
群
、

落
下
し
た
高
速
道
路
、
数
多
く
の

火
災
な
ど
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
映
像

が
記
憶
に
焼
き
つ
い
て
い
る
方
が

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

犠
牲
者
の
う
ち
約
８
割
が
圧
死
で

あ
っ
た
中
、
適
切
な
初
期
医
療
が

受
け
ら
れ
ぬ
ま
ま
命
を
落
と
し
た

例
も
少
な
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
平
時
の
救
急
医
療
レ
ベ
ル
の

医
療
が
提
供
さ
れ
て
い
れ
ば
、
救

命
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
「
避

け
ら
れ
た
災
害
死
」
が
お
よ
そ

５
０
０
人
存
在
し
た
可
能
性
が

あ
っ
た
と
後
に
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
大
震
災
で
災
害
医
療
に

つ
い
て
多
く
の
課
題
が
浮
き
彫
り

と
な
り
、
こ
の
教
訓
を
生
か
し
、

救
助
活
動
と
並
行
し
て
医
師
が
災

害
現
場
で
医
療
を
行
う
必
要
性
が

認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
一
人
で
も
多
く
の
命
を
助
け
よ

う
と
厚
生
労
働
省
に
よ
り
、
災
害

医
療
派
遣
チ
ー
ム
」
日
本
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
が
平
成
17
年
４
月
に
発
足
し
ま

し
た
。

　

現
在
で
は
、
現
場
の
医
療
（
い

わ
ゆ
る
が
れ
き
の
下
の
医
療
）
だ

け
で
な
く
、
被
災
地
の
病
院
支
援

や
、
多
数
の
重
症
患
者
が
発
生
し

た
際
に
被
災
地
の
外
に
搬
送
す
る

広
域
医
療
搬
送
な
ど
、
機
動
性
、

専
門
性
を
生
か
し
た
多
岐
に
わ
た

る
医
療
的
支
援
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
今
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災

に
お
い
て
も
多
数
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が

活
動
し
ま
し
た
。
３
月
11
日
〜
22

日
ま
で
の
間
に
、
47
都
道
府
県

か
ら
約
３
４
０
チ
ー
ム
、
約
１
，

５
０
０
人
が
岩
手
県
な
ど
４
県
に

派
遣
さ
れ
、
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

激
し
い
余
震
の
中
で
、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
も
壊
滅
し
た
地
域
へ
自
分
た

ち
の
水
や
食
料
を
持
参
し
、
で
き

る
限
り
多
く
の
医
療
器
械
や
治
療

に
必
要
な
薬
剤
な
ど
を
車
に
積
み

込
ん
で
駆
け
つ
け
た
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の

活
動
の
実
態
は
余
り
報
道
さ
れ
て

は
い
な
い
よ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
、

想
像
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
そ
の
困

難
さ
は
ご
理
解
い
た
だ
け
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
日
本
赤
十

字
社
の
災
害
時
医
療
活
動
は
ご
存

知
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

地
域
の
病
院
に
お
い
て
も
こ
の
よ

う
な
体
制
を
整
え
つ
つ
あ
る
こ
と

を
今
回
は
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。

　

も
し
も
、
天
草
で
大
規
模
災
害

が
起
こ
っ
た
ら
…
全
国
の
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
が
す
ぐ
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま

す
。（
も
ち
ろ
ん
、
現
実
に
な
ら
な

い
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。）

【当院人間ドックのご案内】
①日帰りコース：36,750 円

②一泊二日コース：55,650 円

人間ドックを申込みたいがどんな検査がありますか？
また予約はどこに尋ねたらいいですか？

■ご予約方法
☎

病院嘱託職員および臨時職員登録者募集

■雇用期間

■雇用職種等
■募集期間
■申込方法

■試験日

■試験方法
□雇用職種等一覧（職種によって休日・夜間勤務有）

≪年末年始の診療案内≫
■上天草総合病院

■教良木診療所

☆問合せ先　上天草総合病院
　☎　0969（62）1122（代表）
　℻　0969（62）1546

番号 職種 募集人員 資格等 賃金・報酬額

●勤務先
●種　別

番号 職種 募集人員 資格等 賃金・報酬額

●勤務先
●種　別
■問合せ先 ☎



心
豊
か
な
暮
ら
し
の
ペ
ー
ジ

●社会教育課
●中央公民館
　☎0969（56）1111
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【   代表の部   】 優勝
【５年生の部】 優勝 準優勝

▲▲

▲

【姫戸地区】　
【松島地区】　

○期間
○場所

○日　時　
○場　所
○対　象
○持参品

○工作内容

【森記念】

【姫　戸】

☎
•

☎
•

☎
•

☎
•

今月の本
ほ ん

12 月のテーマ　「ぽかぽか冬」
１月のテーマ　「和の心」

【学芸員より一言（高野　信子）】

○問合せ先

■図書館おはなし会（30分～１時間）
【姫　戸】   
【龍ヶ岳】
【対　象】

【姫　戸】
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10
月
15
日
、
熊
本
県
庁
に
お
い

て
、
企
業
立
地
協
定
調
印
式
に
の

ぞ
み
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
東
京
よ
り
半
導
体

関
連
機
器
の
試
験
装
置
を
生
産
す

る
企
業
「
ユ
ニ
テ
ク
ノ
株
式
会
社
」

（
中
村
伸
一 

代
表
取
締
役
社
長
）
が

上
天
草
市
に
進
出
す
る
こ
と
が
決

定
し
ま
し
た
。
す
で
に
12
月
１
日

か
ら
10
人
ほ
ど
の
従
業
員
で
操
業

が
開
始
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ユ
ニ
テ
ク
ノ
株
式
会
社
は
、
ゲ

ー
ム
機
、
自
動
車
や
、
今
急
速
に

広
が
り
を
見
せ
て
い
る
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
に
使
用
さ
れ
る
半
導
体

が
、
正
常
に
作
動
す
る
か
を
テ
ス

ト
す
る
為
の
機
器
を
開
発
、
生
産

さ
れ
て
い
る
企
業
で
す
。
現
在
、

九
州
管
内
各
地
に
立
地
し
て
い
る

大
手
半
導
体
関
連
企
業
を
顧
客
と

し
、
将
来
性
が
期
待
さ
れ
て
い
る

優
良
企
業
で
す
。

　

中
村
社
長
は
、
将
来
、
生
産
部

門
を
上
天
草
市
に
お
い
て
拡
張
す

る
と
共
に
、
技
術
部
門
も
併
せ
設

置
す
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

当
市
進
出
の
決
め
手
は
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
、
そ
し
て
、
信
頼

関
係
で
す
。
中
村
社
長
を
ご
紹
介

頂
い
た
後
、
積
極
的
に
何
度
も
訪

問
す
る
こ
と
で
上
天
草
市
を
知
っ

て
頂
き
、
企
業
と
市
と
の
信
頼
関

係
を
構
築
し
ま
し
た
。
ま
た
、
上

天
草
市
の
自
然
環
境
の
良
さ
も
誘

致
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ユ
ニ
テ
ク
ノ
株
式
会
社
は
多
く

の
取
引
先
を
か
か
え
事
業
を
推
進

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に

関
係
企
業
等
の
進
出
が
促
さ
れ
る

可
能
性
も
十
分
に
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
企
業
進
出
は
小
さ

な
一
歩
で
す
が
、
会
社
の
成
長
と

と
も
に
上
天
草
市
の
製
造
工
場
も

成
長
し
、
一
大
拠
点
と
な
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

企
業
誘
致
は
地
域
地
場
産
業
の

発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
取
引
を
拡
大

し
た
り
、
人
的
・
技
術
的
交
流
を

行
っ
た
り
相
互
交
流
が
は
か
ら
れ

て
更
な
る
地
域
経
済
発
展
に
つ
な

が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

vol.55

東
京
か
ら
の
企
業
進
出

〜
雇
用
の
創
出
に
向
け
て
〜

上天草市商工会合併契約調印式
４商工会が来春合併。新体制に

▲ユニテクノ株式会社の中村社長（右）

　

市
で
は
、
市
の
人
口
増
加
を
目
的
に
、
市
外
か
ら
の
移
住

促
進
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
実
施
し
て
い
る
移
住
促
進
の
各
事
業
に
お
い
て
、

協
力
者
お
よ
び
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

本
事
業
は
、
市
が
移
住
促
進
モ

デ
ル
タ
ウ
ン
の
指
定
を
行
い
、
移

住
者
が
住
み
や
す
い
環
境
を
形
成

す
る
こ
と
で
、
市
の
人
口
を
増
加

お
よ
び
活
性
化
を
促
進
す
る
こ
と

を
目
的
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
指
定
し
た
モ
デ
ル
タ
ウ

ン
に
家
を
新
築
ま
た
は
購
入
し
て

市
外
か
ら
移
住
す
る
方
に
対
し
、

市
が
20
万
円
の
助
成
を
行
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
市
で
は
、
次
の
条
件

を
満
た
し
、
本
事
業
に
ご
協
力
い

た
だ
け
る
土
地
所
有
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

【
モ
デ
ル
タ
ウ
ン
指
定
の
条
件
】

①
市
外
か
ら
の
転
入
者
（
移
住

者
）
が
住
宅
を
新
築
ま
た
は
購

入
す
る
こ
と
が
可
能
な
土
地
が

３
戸
分
以
上
確
保
さ
れ
て
い
る

こ
と
。

②
モ
デ
ル
タ
ウ
ン
ま
た
は
そ
の
周

辺
に
お
い
て
、
市
の
海
や
山
等

の
地
域
資
源
が
広
報
お
よ
び
宣

伝
で
き
る
場
所
で
あ
る
こ
と
。

【
モ
デ
ル
タ
ウ
ン
の
指
定
の
状
況
】

○
ブ
ル
ー
ビ
リ
ッ
ジ
松
島
（
天
草

漁
業
共
同
組
合
松
島
支
所
）

上
天
草
市
移
住
促
進
モ
デ
ル
タ
ウ
ン
指
定
事
業

　

市
の
移
住
に
関
連
す
る
情
報
を

市
外
へ
発
信
す
る
た
め
、
移
住
情

報
サ
イ
ト
「
上
天
草
に
行
こ
う
」

（http://iju.kam
i-am

akusa.
jp/

）
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

こ
の
サ
イ
ト
で
は
、
上
天
草
市
の

暮
ら
し
の
情
報
や
、
市
内
の
不
動
産

情
報
、
移
住
者
の
紹
介
等
を
行
っ
て

お
り
、
サ
イ
ト
内
で
ご
紹
介
す
る
移

住
者
の
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
自

薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

移
住
情
報
サ
イ
ト

　
　
　
　
の
開
設

　

市
へ
移
住
さ
れ
た
方
々
で
構
成

さ
れ
る
「
上
天
草
市
セ
カ
ン
ド
ラ

イ
フ
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
お

い
て
、
移
住
後
の
不
安
の
解
消
お

よ
び
移
住
者
間
の
交
流
を
図
る
た

め
に
「
移
住
者
交
流
会
」
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

開
催
日
お
よ
び
場
所
に
つ
い
て

は
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
人
数
を

把
握
し
た
う
え
で
決
定
さ
れ
ま
す

の
で
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は

同
会
事
務
局
（
企
画
政
策
課
）
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

移
住
者
交
流
会

　
　
　
の
実
施

　

多
分
、
周
り
の
人
は
「
物
好
き

な
ぁ
〜
、
校
長
あ
が
り
で
軽
ト
ラ

に
乗
っ
て
百
姓
し
よ
ら
す
ば
い
。」

と
好
奇
心
の
目
で
見
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　

だ
け
ど
軽
ト
ラ
は
便
利
で
楽
し

い
乗
り
物
で
す
。

　

天
草
の
教
良
木
は
中
学
校
ま
で

育
っ
た
ふ
る
さ
と
で
す
。そ
こ
で
、

定
年
退
職
し
た
ら
天
草
に
帰
っ
て

田
を
耕
し
て
み
た
い
と
い
う
思
い

を
魂
や
精
神
を
す
り
減
ら
す
教
職

生
活
の
中
で
持
つ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

す
で
に
実
家
も
な
く
約
０
・
５

ha
だ
け
の
田
ん
ぼ
し
か
残
っ
て
い

な
い
と
い
う
条
件
の
中
で
百
姓
誕

生
を
支
え
て
く
れ
た
の
は
、
か
つ

て
の
同
級
生
達
で
し
た
。月
に
２
、

３
度
、
夜
に
５
、６
人
で
集
ま
り
、

夜
12
時
近
く
ま
で
酒
を
飲
み
な
が

ら
半
世
紀
前
の
思
い
で
や
孫
、
年

金
等
の
同
じ
話
を
飽
く
こ
と
な
く

し
て
楽
し
む
不
良
老
人
達
で
す
。

　

現
在
は
、
米
を
２
ha
、
野
菜
を

20
ａ
を
耕
作
す
る
新
人
百
姓
で

す
。
10
年
前
に
病
気
を
患
っ
て
い

ま
し
た
が
、
今
で
は
す
っ
か
り
元

気
に
な
り
、毎
日
し
っ
か
り
働
き
、

ぐ
っ
す
り
眠
る
生
活
の
軽
ト
ラ
人

生
を
謳
歌
し
て
い
ま
す
。

　

畑
作
業
は
専
ら
妻
が
や
っ
て
い

て
収
穫
の
喜
び
を
知
人
と
分
か
ち

合
い
、
ま
た
、
ご
近
所
か
ら
野
菜

な
ど
度
々
頂
き
ま
す
の
で
「
身
土

不
二
」
の
世
界
に
一
歩
近
づ
い
た

生
活
を
し
て
い
ま
す
。
新
鮮
な
魚

や
野
菜
を
時
期
に
応
じ
て
手
に
す

る
喜
び
、
旬
の
味
を
食
す
る
楽
し

み
は
田
舎
暮
ら
し
だ
か
ら
こ
そ
で

き
る
贅
沢
と
思
い
ま
す
。

　

上
天
草
の
地
は
気
候
温
暖
、
風

光
明
媚
そ
し
て
人
情
の
厚
い
土
地

で
す
。
第
二
の
故
郷
と
し
て
相
応

し
い
と
こ
ろ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

新
し
い
土
地
で
の
生
活
を
続
け
る

に
は
体
力
も
必
要
な
も
の
の
一
つ

で
す
。
元
気
な
時
に
お
気
に
入
り

の
場
所
を
見
つ
け
、
健
や
か
で
充

実
し
た
暮
ら
し
を
目
指
し
て
く
だ

さ
い
。

移
住
者
の
声

者者
のの
声

山
並　

信
久
さ
ん

問
合
せ
先

　

各
事
業
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
お
よ
び
申
込
み
に
つ
い
て
は
、

左
記
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

▼
企
画
政
策
課
行
革
・
振
興
係

▼
☎
０
９
６
４
（
56
）
１
１
１
１

▼

メ

ー

ル　

kikaku@
city.

kam
iam
akusa.lg.jp

○
前
居
住
地
：
熊
本
市

○
出
身
地
：
松
島
町
教
良
木
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〒 869-3692
上天草市大矢野町上 1514
☎ 0964（56）1111
総務課・財政課・税務課・
納税課・監理課・大矢野
窓口センター・企画政策
課・商工観光課・農林水
産課・企業誘致課・環境
衛生課・会計課・議会事
務局・農業委員会事務局・
監査委員事務局

〒 861-6192
上天草市松島町合津 3538-3
☎ 0969（56）1111
市民窓口課・建設課・都
市整備課・保健課（保健
センター・健康づくり推
進室）・高齢者ふれあい課・
福祉課・教育委員会（学
務課・社会教育課）

〒 866-0195
上天草市姫戸町姫浦 2502-3
☎ 0969（58）2111

〒 866-0292
上天草市龍ヶ岳町高戸 1412
☎ 0969（62）1111

今冬における節電のお願い

エアコン
30％

照明
13％

冷蔵庫
11％

テレビ
6％

その他
18％

待機電力 5％
洗濯・乾燥機 5％
ジャー炊飯器 2％
パソコン 2％
電気こたつ 1％
食器洗い乾燥機

2％

電気ポット 2％
温水便座 2％
電気カーペット

4％

【通常、エアコンを使用されるご家庭】

照明
19％

冷蔵庫
16％

テレビ
9％

その他
26％

待機電力
7％

洗濯・乾燥機 2％
ジャー炊飯器 2％
パソコン 2％
電気こたつ 2％
食器洗い乾燥機

3％

電気ポット 3％
温水便座 3％
電気カーペット

6％

【通常、ガス・石油ストーブ等を使用されるご家庭】

【出典：資源エネルギー庁推計】

【問合せ先】九州電力株式会社
　　　　　　宇城営業所
　　　　　　☎ 0120（986）605

税
の
ひ
ろ
ば

☎
総
務
課

行
政
相
談

▼
固
定
資
産
税　
　
　
　

第
３
期

▼
国
民
健
康
保
険
税　
　

第
７
期

▼
納
期
限　
　
　

12
月
26
日（
月
）

▼
口
座
振
替
日　

12
月
26
日（
月
）

☎
税
務
課

12
月
の
納
税

相
談
・
申
請

☎
保
健
課

年
金
相
談

　

相
談
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
必

ず
予
約
（
事
前
受
付
）
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
日
時　

平
成
24
年
１
月
20
日

（
金
）
10
時
〜
15
時

▼
場
所　

市
役
所
大
矢
野
庁
舎

　

書
庫
棟
１
階
会
議
室

　

行
政
に
関
す
る
苦
情
、
要
望
、

意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
日　

平
成
24
年
１
月
５
日

（
木
）

▽
松
島　

13
時
〜
16
時
・
社
会
福

祉
協
議
会
松
島
本
所

▼
開
設
日　

平
成
24
年
１
月
12
日

（
木
）

▽
大
矢
野　

13
時
〜
16
時
・
大
矢

野
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

☎
福
祉
課

戦
傷
病
者
等
の
妻
に

対
す
る
特
別
給
付
金

　
「
戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る

特
別
給
付
金
」
は
、
生
涯
の
伴
侶

で
あ
る
夫
が
障
が
い
の
状
態
で
あ

る
こ
と
に
よ
り
、
日
常
生
活
上
の

介
護
、
看
護
お
よ
び
家
庭
の
維
持

等
の
た
め
に
払
っ
て
き
た
戦
傷
病

者
の
妻
の
方
々
の
精
神
的
苦
痛
に

対
し
、
国
と
し
て
特
別
の
慰
藉
を

行
う
た
め
、
そ
の
方
に
特
別
給
付

金
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

▼
支
給
対
象

　

今
回
支
給
対
象
と
な
る
妻
は
、

次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
方

で
す
。

①
新
た
に
戦
傷
病
者
の
妻
に
な
ら

れ
た
方

○
平
成
15
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

23
年
４
月
１
日
の
間
に
夫
が
戦

傷
病
者
と
し
て
、
増
加
恩
給
、

傷
病
年
金
、
特
例
傷
病
恩
給
、

障
害
年
金
等
（
以
下
、
増
加
恩

給
等
と
言
い
ま
す
。）
を
初
め

て
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合

○
平
成
15
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

23
年
４
月
１
日
の
間
に
、
増
加

恩
給
等
を
受
け
て
い
る
戦
傷
病

者
の
方
と
婚
姻
を
し
た
場
合

②
「
第
十
八
回
特
別
給
付
金
」
ま
た

は
「
第
二
十
回
特
別
給
付
金
」
を

受
け
て
い
た
戦
傷
病
者
の
妻
の
方

で
、
平
成
15
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
18
年
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
、

戦
傷
病
者
で
あ
る
夫
が
一
般
の
怪

我
や
病
気
で
亡
く
な
ら
れ
た
（
平

病
死
さ
れ
た
）
方

▼
支
給
内
容

○
支
給
対
象
①
に
該
当
す
る
方

　

額
面
15
万
円
（
軽
症
の
場
合
は

７
・
５
万
円
）、
５
年
償
還
の
記

名
国
債

○
支
給
対
象
②
に
該
当
す
る
方

　

額
面
５
万
円
、
５
年
償
還
の
記

名
国
債

▼
請
求
期
間　

平
成
26
年
９
月
30

日
ま
で

※
請
求
期
間
を
過
ぎ
ま
す
と
、
時

効
に
よ
り
権
利
が
消
滅
し
特
別

給
付
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
手
続
き
を
と
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

戦
後
強
制
抑
留
者
の

皆
さ
ま
へ

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に

対
す
る
特
別
給
付
金
を
支
給
し
て

い
ま
す
。

▼
対
象
者　

旧
ソ
連
邦
又
は
モ
ン

ゴ
ル
国
の
地
域
に
お
け
る
戦
後

強
制
抑
留
者
で
、
平
成
22
年
６

月
16
日
に
日
本
国
籍
を
有
す
る

ご
存
命
の
方

※
特
別
措
置
法
施
行
日
（
平
成
22

年
６
月
16
日
）
以
降
に
亡
く
な

ら
れ
た
方
の
相
続
人
は
請
求
で

き
ま
す
が
、
施
行
日
前
に
亡
く

な
ら
れ
た
方
の
ご
遺
族
等
は
、

対
象
と
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

▼
請
求
受
付
期
間　

平
成
24
年
３

月
31
日
ま
で
。
ま
だ
請
求
さ
れ
て

い
な
い
方
は
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

請
求
期
間
内
に
特
別
給
付
金
の
支

給
の
請
求
を
し
な
か
っ
た
場
合
に

は
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
請
求
書
を
お
持
ち
で
な
い
方　

請
求
書
類
を
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
至
急
、
お
電
話
く
だ
さ
い
。

※
既
に
特
別
給
付
金
を
支
給
さ
れ

た
方
は
、
再
度
の
請
求
は
出
来

ま
せ
ん
。

▼
連
絡
・
問
合
せ
先　

独
立
行
政

法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

事
業
部
特
別
給
付
金
認
定
担
当

○
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル　

　

☎
０
５
７
０
（
０
５
９
）
２
０
４

○
Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ　

　

☎
03
（
５
８
６
０
）
２
７
４
８

○
受
付
時
間　

平
日
９
時
〜
18
時

（
土
日
、
祝
日
は
不
可
）

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

☎
商
工
観
光
課

菜
の
花
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

参
加
者
募
集

　

早
咲
き
の
「
１
０
０
万
本
の
菜

の
花
園
」
を
起
点
に
、
上
天
草
市

の
す
ば
ら
し
い
景
色
を
眺
め
な
が

ら
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
後

「
椎
茸
の
こ
ま
打
ち
体
験
」
も
準

備
し
て
い
ま
す
。
お
土
産
に
は

１
０
０
万
本
の
菜
の
花
を
ご
自
由

に
お
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。

▼
日
時　

平
成
24
年
２
月
４
日（
土
）

※
雨
の
場
合
で
も
抽
選
会
、
昼
食

会
は
開
催
の
予
定

▼
集
合
場
所　

松
島
総
合
セ
ン

タ
ー
「
ア
ロ
マ
」

▼
コ
ー
ス　

高
舞
登
山
５
km
コ
ー

ス
（
１
時
間
30
分
程
度
）

▼
内
容

○
９
時　

受
付
開
始

○
10
時　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
出
発

○
11
時
30
分　

昼
食
（
地
元
の
ま

ん
さ
い
汁
、
お
に
ぎ
り
等
）

○
12
時
30
分　

お
楽
し
み
抽
選
会 

（
車
え
び
、
鯛
、
花
等
）

○
13
時
15
分　

椎
茸
の
こ
ま
打
ち

体
験
（
希
望
者
）

▼
参
加
費　

当
日
徴
収　

○
大
人　

１
，
０
０
０
円

○
小
学
生
〜
中
学
生　

５
０
０
円

○
小
学
生
未
満　

無
料

▼
申
込
方
法　

市
商
工
観
光
課
へ

は
が
き
ま
た
は
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

に
て
申
込
む

※
参
加
者
の
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、

電
話
番
号
を
必
ず
記
入
。
椎
茸
の

こ
ま
打
ち
体
験
を
希
望
す
る
方
は

同
時
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
開
始
日　

平
成
24
年
１
月

４
日
（
水
）
〜

▼
募
集
人
数　

５
０
０
人（
先
着
）

▼
問
合
せ
先　

市
商
工
観
光
課

　

☎
０
９
６
４
（
56
）
１
１
１
１

　

℻
０
９
６
４
（
56
）
５
１
０
７

□
椎
茸
の
こ
ま
打
ち
体
験
申
込
み

に
つ
い
て

　

大
会
終
了
後
「
椎
茸
の
こ
ま
打

ち
体
験
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

長
さ
50 

cm
直
径
10 

cm
程
の
丸

太
に
椎
茸
の
こ
ま
を
打
ち
ま
す
。

こ
れ
を
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
と
約
１
年
後
に
椎
茸
が
出
て
き

ま
す
。
自
分
の
打
っ
た
椎
茸
が
出

て
き
た
と
き
は
大
き
な
感
動
が
あ

り
ま
す
の
で
是
非
参
加
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
希
望
さ
れ
る
方
は

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
参
加
申
し
込
み
と

同
時
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
体
験
料　

５
０
０
円

□
絵
手
紙
大
賞
募
集

　
「
１
０
０
万
本
の
菜
の
花
園
」

の
絵
手
紙
を
募
集
し
て
お
り
ま

す
。
一
面
に
咲
い
た
早
咲
き
の
菜

の
花
を
見
て
、
触
れ
て
、
感
じ
た



25 242011. 12月号広報上天草

お知らせ

◆生活再生相談

◆生活再生貸付

◆生活サポート

◆問合せ先
☎

◆相談窓口　
◆開設日時　

◆専用電話番号　☎

こちら消費生活センターです！

こ
と
を
絵
手
紙
で
表
現
し
て
く
だ

さ
い
。
締
め
切
り
は
平
成
24
年
２

月
９
日（
木
）で
す
。大
会
当
日
は
、

絵
手
紙
体
験
（
１
０
０
円
）
も
予

定
し
て
い
ま
す
。

▼
絵
手
紙
大
賞
に
関
す
る
問
合
せ
先

　

絵
手
紙
サ
ー
ク
ル
し
お
ま
ね
き

会　

深
水
洋
子

　

☎
０
９
６
９
（
56
）
０
１
５
４

　

℻
０
９
６
９
（
56
）
２
２
３
４

「
天
草
ジ
オ
パ
ー
ク（
構
想
）」

ロ
ゴ
マ
ー
ク
募
集

　

天
草
地
域
の
２
市
１
町
（
天
草

市･

上
天
草
市･

苓
北
町
）
は
、

天
草
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
天
草
ジ
オ

パ
ー
ク
構
想
の
テ
ー
マ
「
１
億
年

の
大
地
と
生
命(

い
の
ち)

の
記

録 

〜
恐
竜
か
ら
イ
ル
カ
、
そ
し

て
『
石
』
の
文
化
が
薫
る
楽
園

Am
akusa

〜
」
に
ふ
さ
わ
し
い

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
募
集
し
ま
す
。

※
ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
大
地
の
遺
産

を
活
用
し
た
自
然
公
園
の
こ
と

で
、
天
草
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想

は
、
平
成
21
年
10
月
に
日
本
ジ

オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
た
天
草

御
所
浦
ジ
オ
パ
ー
ク
を
含
む
天

草
地
域
全
体
の
ジ
オ
パ
ー
ク
認

定
を
目
指
す
取
り
組
み
で
す
。

▼
作
品
の
規
格
等

○
「
天
草
ジ
オ
パ
ー
ク
」
に
ふ
さ

わ
し
い
ロ
ゴ
マ
ー
ク
（
デ
ザ
イ

ン
）
で
あ
る
こ
と

○
「
天
草
ジ
オ
パ
ー
ク
」
の
文
字

（
漢
字
、平
仮
名
、片
仮
名
、ロ
ー

マ
字
な
ど
自
由
）
を
記
載
す
る

こ
と
な
ど

▼
応
募
資
格　

ど
な
た
で
も
応
募

で
き
ま
す
。

▼
応
募
方
法

○
持
参
、
封
書
に
よ
る
郵
送
ま
た
は

電
子
メ
ー
ル
。
作
品
に
は
、
デ

ザ
イ
ン
の
趣
旨
、
応
募
者
の
住

所
、氏
名
、年
齢
、性
別
、職
業
（
学

校
名
・
学
年
）、
電
話
番
号
を
記

載
（
複
数
の
作
品
を
応
募
す
る

場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
記
入
）

○
作
品
の
サ
イ
ズ
は
縦
横
15 

cm
以
内

○
応
募
用
紙
は
天
草
ジ
オ
パ
ー
ク

構
想
推
進
協
議
会
事
務
局
（
天

草
市
役
所
商
工
観
光
課
内
）、

上
天
草
市
役
所
商
工
観
光
課
、

苓
北
町
役
場
商
工
観
光
課
に
備

え
付
け
て
い
る
ほ
か
、
下
記

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す　

○
【
応
募
用
紙
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
】

　

http://w
w
w
5.ocn.ne.jp/~g-

m
useum

/

▼
募
集
期
間　

〜
平
成
24
年
１
月

20
日
（
金
）

※
郵
送
は
１
月
20
日
の
消
印
、
電

子
メ
ー
ル
は
１
月
20
日
の
受
信

ま
で
有
効

▼
応
募
・
問
合
せ
先　

天
草
市
役

所
商
工
観
光
課
ジ
オ
パ
ー
ク
推

進
係
内　

天
草
ジ
オ
パ
ー
ク
構

想
推
進
協
議
会
事
務
局

　

☎
０
９
６
９
（
23
）
１
１
１
１

県
有
地
売
却
情
報

　

熊
本
県
で
は
、
次
の
売
却
物
件

（
土
地
・
建
物
）
の
入
札
参
加
の

申
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

入
札
参
加
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
熊
本
県
管
財
課
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
物
件
名　

天
草
青
年
の
家
教
職

員
住
宅
Ａ

▼
所
在　

上
天
草
市
松
島
町
合
津

字
宮
ノ
前
３
５
３
２
番
１

▼
地
目　

宅
地

▼
地
積　

１
２
８
４
・
69
㎡
（
公

簿
・
実
測
）

▼
建
物　

○
住
宅　

４
棟
（
延
面
積
：

３
０
６
・
30
㎡
）

○
物
置　

４
棟
（
延
面
積
：
21
・

60
㎡
）

▼
入
札
日
時　

平
成
24
年
１
月
18

日
（
水
）
11
時
〜

▼
場
所　

上
天
草
市
役
所
松
島
庁

舎
３
階
大
会
議
室

▼
入
札
参
加
申
込
期
限　

平
成
24

年
１
月
６
日
（
金
）
17
時
ま
で

（
郵
送
可
）

▼
申
込
方
法　
「
入
札
参
加
申
込

書
」
に
添
付
書
類
を
添
え
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
物
件
の
情
報
は
熊
本
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

熊
本
県
総
務
部
総

務
税
務
局
管
財
課
資
産
活
用
推

進
室　

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
１
２
２

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
た
す
け
あ
い
」

義
援
金
に
ご
協
力
を

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
日
本
放

送
協
会
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
等
と
の
共
催

に
よ
り
、
海
外
で
の
自
然
災
害
や

発
展
途
上
国
赤
十
字
社
の
保
健
衛

生
、
災
害
対
策
事
業
等
の
開
発
協

力
な
ど
を
行
う
た
め
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
海

外
た
す
け
あ
い
」
義
援
金
運
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
名
称　
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
た
す
け

あ
い
」
義
援
金

▼
受
付
期
間　

12
月
25
日
（
日
）

ま
で

▼
取
扱
口
座　

郵
便
局

【
口
座
番
号
】
０
０
１
２
０

－

５
－

２
２
０

【
加
入
者
名
】
日
本
赤
十
字
社

▼
そ
の
他　

税
制
面
で
の
優
遇
措

置
が
あ
り
ま
す
。
物
品
の
寄
付
は

受
け
付
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、
郵
便

局
払
込
用
紙
お
よ
び
義
援
金
受
付

箱
を
市
民
窓
口
課
（
松
島
庁
舎
）、

大
矢
野
窓
口
セ
ン
タ
ー
（
大
矢
野

庁
舎
）、
姫
戸
・
龍
ヶ
岳
統
括
支

所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

○
日
本
赤
十
字
社
熊
本
県
支
部
振

興
課　

　

☎
０
９
６
（
３
８
４
）
２
１
２
０

○
日
本
赤
十
字
社
上
天
草
市
地
区

（
市
役
所
福
祉
課
内
）

　

☎
０
９
６
９
（
56
）
１
１
１
１

マ
マ
応
援
セ
ン
タ
ー
開
設

　

市
で
は
、
平
成
23
年
度
熊
本
県

新
し
い
公
共
支
援
事
業
に
よ
る

「
新
し
い
公
共
の
場
づ
く
り
の
た

め
の
モ
デ
ル
事
業
」
と
し
て
、
子

育
て
支
援
事
業
の
拡
充
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
人
材

育
成
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
事
業
委
託

し
「
マ
マ
応
援
セ
ン
タ
ー
」
を
11

月
23
日
に
開
設
し
ま
し
た
。

□
子
ど
も
ダ
ン
ス
レ
ッ
ス
ン
開
始

の
お
知
ら
せ

　

マ
マ
応
援
セ
ン
タ
ー
に
て
、
子

育
て
中
の
親
子
を
対
象
に
色
ん
な

ジ
ャ
ン
ル
の
ダ
ン
ス
レ
ッ
ス
ン
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
た
だ
今
、
少

人
数
制
の
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
ご

連
絡
の
う
え
、
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
な
お
、
ご
参
加
の
際

に
は
、
マ
マ
サ
ー
ク
ル
へ
の
会
員

登
録
が
必
要
で
す
。

▼
レ
ッ
ス
ン
内
容

【
木
曜
日
】

○
就
学
前
対
象
ダ
ン
ス
（
17
時
〜

18
時
）  

○
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
（
19
時
〜
20

時 

・
慈
秀
会
員
制
）

【
土
曜
日
】

○ 

Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ　

Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｈ
Ｏ
Ｐ

●
入
門
（
９
時
〜
10
時
・
５
歳
く

ら
い
か
ら
）

●
初
中
級
（
10
時
15
分
〜
11
時
15

分 

・
５
歳
〜
小
学
校
低
学
年
）  

●
初
中
級
（
11
時
30
分
〜
12
時
30

分
・
小
学
校
高
学
年
）

【
第
２
・
第
４
土
曜
日
】

○
ヨ
ガ
（
14
時
〜
15
時
・
平
成
24

年
１
月
か
ら
開
始
）

　

お
母
さ
ん
方
の
レ
ッ
ス
ン
で
す
。

レ
ッ
ス
ン
中
、
子
ど
も
た
ち
に
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
読
み

聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。
親
子
で
来

ら
れ
て
、
子
ど
も
の
読
み
聞
か
せ

だ
け
に
ご
参
加
で
も
結
構
で
す
。

※
ダ
ン
ス
レ
ッ
ス
ン
で
は
、
タ
オ

ル
や
シ
ュ
ー
ズ
が
必
要
で
す
。

※
ヨ
ガ
に
つ
い
て
は
、
マ
ッ
ト
を

用
意
し
ま
す
。

※
お
母
さ
ん
方
の
提
案
で
、
色
ん
な

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
メ
ン

バ
ー
は
随
時
募
集
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
地

域
の
み
ん
な
で
共
に
子
育
て
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

▼
会
費　

参
加
料
無
料
（
平
成
24

年
３
月
ま
で
）

▼
場
所　

大
矢
野
自
然
休
養
村
管

理
セ
ン
タ
ー
内

▼
問
合
せ
先　

マ
マ
応
援
セ
ン

タ
ー

　

☎
０
９
６
４
（
57
）
４
３
０
０

第
39
回
明
る
い
選
挙

推
進
駅
伝

　

今
年
も
「
明
る
い
選
挙
」
を
合

言
葉
に
正
し
い
選
挙
の
啓
発
、
な

ら
び
に
市
民
相
互
の
親
睦
と
融
和

お
よ
び
健
康
増
進
を
目
的
と
し

て
、
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　

地
区
や
会
社
な
ど
の
各
種
団
体
、

ま
た
は
学
校
単
位
や
気
の
合
う
仲
間

で
、
成
績
に
関
係
な
く
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
雰
囲
気
で
皆
さ
ん
走
り
ま

す
の
で
、
大
会
当
日
は
沿
道
で
の
ご

声
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時　

平
成
24
年
２
月
５
日

（
日
）
10
時
ス
タ
ー
ト

▼
主
催　

市
青
年
団
、
市
選
挙
管

理
委
員
会
、
市
陸
上
競
技
協
会

▼
部
門　

一
般
の
部
、
学
生
の
部

▼
申
込
締
切　

平
成
24
年
１
月
６

日
（
金
）
ま
で

▼
問
合
せ
先　

上
天
草
市
青
年
団

事
務
局　

村
田
（
市
職
員
組
合

事
務
所
勤
務
）

　

☎
０
９
６
４
（
56
）
１
１
１
１

☎
監
理
課

工
事
等
入
札
結
果

□
入
札
日
▼
工
事
（
委
託
）
名
①

工
事
（
委
託
）
場
所
②
契
約
者
③

契
約
金
額
④
工
事
（
委
託
）
期
間

□
10
月
12
日
分

▼
上
天
草
市
下
水
道
管
路
施
設
調

査
業
務
委
託　

①
松
島
町
地
内

②
日
本
水
工
設
計
（
株
）　

熊
本

事
務
所
（
熊
本
市
）

③
６
１
９
万
５
，
０
０
０
円

④
10
月
〜
平
成
24
年
３
月

▼
市
道
辺
戸
串
元
釜
線
防
災
対
策

工
事

①
姫
戸
町
姫
浦
地
区
内

②
木
下
建
設
（
有
）（
姫
戸
町
）

③
１
，
４
８
０
万
５
，
０
０
０
円

☎
福
祉
課

民
生
委
員
児
童
委
員
の

交
代
の
お
知
ら
せ

そ
の
他

　

民
生
委
員
児
童
委
員
が
次
の
と

お
り
、
交
代
さ
れ
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

■
氏
名
（
担
当
地
区
）

○
浮
嶌
信
子
（
大
矢
野
町
登
立
・

西
の
浦
）

　

☎
０
９
６
４
（
56
）
１
２
２
９

○
岩
本
鈴
代
（
大
矢
野
町
登
立
・

岩
谷
）　

　

☎
０
９
６
４
（
56
）
２
８
１
９

○
村
田
タ
ツ
コ（
龍
ヶ
岳
町
大
道
・

葛
崎
）

　

☎
０
９
６
９
（
63
）
０
８
４
６

　

民
生
委
員
児
童
委
員
に
は
「
守

秘
義
務
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
福

祉
に
関
す
る
悩
み
ご
と
は
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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お知らせ

水道だより～師走～
大矢野地区

（有）水元電気 登立 ☎ 0964（56）0447
（有）小松野電気 登立 ☎ 0964（56）2968
連川設備 登立 ☎ 0964（56）2912
（有）金子電気 登立 ☎ 0964（56）0454
（有）寄河電気 登立 ☎ 0964（56）2264
竹本電気 上 ☎ 0964（56）2208
（有）汐田電設 中 ☎ 0964（56）5628

松島地区
荒木電気工事 阿村 ☎ 0969（56）0518
（株）西本電機 合津 ☎ 0969（56）1166
（株）西山電設 合津 ☎ 0969（56）2681
キムラデンキ 合津 ☎ 0969（56）0664
水野電設 合津 ☎ 0969（56）1740
（有）河本電設 今泉 ☎ 0969（56）2966
杉島電気 今泉 ☎ 0969（56）1039
久具設備 今泉 ☎ 0969（56）1738
南邦建設（株）上
天草支店

今泉 ☎ 0969（56）0850

姫戸地区
川本電気商会 姫浦 ☎ 0969（58）3356
（株）碇電設 姫浦 ☎ 0969（58）2648
寺中設備 二間戸 ☎ 0969（58）3768
（有）天草防災電
気設備

二間戸 ☎ 0969（58）3415

山下商会 二間戸 ☎ 0969（58）2275
マツモト設備 二間戸 ☎ 0969（58）3182

龍ヶ岳地区
村川設備 大道 ☎ 0969（63）0161
（有）川本電設 大道 ☎ 0969（63）0541
江平電気 大道 ☎ 0969（63）0203
（有）光永工業所 大道 ☎ 0969（63）0116
（有）瀧下建設 高戸 ☎ 0969（62）1230
江口商店 高戸 ☎ 0969（62）0022
木戸電設 高戸 ☎ 0969（62）0905
江郷電器 樋島 ☎ 0969（62）0753
山本住設 樋島 ☎ 0969（62）1147

④
10
月
〜
平
成
24
年
２
月

▼
市
道
東
満
３
号
線
道
路
維
持
工
事

①
大
矢
野
町
登
立
地
区
内

②
何
川
建
設
（
大
矢
野
町
）

③
４
４
５
万
２
，
０
０
０
円

④
10
月
〜
平
成
24
年
１
月

▼
市
道
池
ノ
浦
西
浦
線
防
災
対
策

工
事

①
龍
ヶ
岳
町
大
道
地
区
内

②
（
有
）
鬼
塚
ロ
ー
ド
工
業　

天

草
営
業
所
（
龍
ヶ
岳
町
）

③
１
，
３
１
７
万
７
，
５
０
０
円

④
10
月
〜
平
成
24
年
２
月

▼
市
道
坊
主
島
下
桶
川
線
（
１
工

区
）
防
災
対
策
工
事

①
龍
ヶ
岳
町
樋
島
地
区
内

②
（
株
）
住
吉
（
龍
ヶ
岳
町
）

③
２
，
４
５
７
万
円

④
10
月
〜
平
成
24
年
３
月

▼
市
道
環
状
西
２
号
線
道
路
維
持

工
事

①
大
矢
野
町
登
立
地
区
内

②
（
有
）
森
建
設
（
大
矢
野
町
）

③
３
０
４
万
５
，
０
０
０
円

④
10
月
〜
平
成
24
年
１
月

□
10
月
25
日
分

▼
龍
ヶ
岳
統
括
支
所
耐
震
診
断
業

務
委
託

①
龍
ヶ
岳
町
高
戸
地
区
内

②
（
株
）
田
中
建
築
設
計
事
務
所

（
熊
本
市
）

③
７
４
５
万
５
，
０
０
０
円

④
11
月
〜
平
成
24
年
３
月

▼
市
道
環
状
西
１
号
線
測
量
設
計

業
務
委
託

①
大
矢
野
町
上
地
区
内

②
（
株
）
第
一
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

天
草
支
店
（
天
草
市
）

③
２
９
４
万
円

④
10
月
〜
平
成
24
年
２
月

▼
大
道
漁
港
池
の
浦
船
揚
場
改
良

工
事

①
龍
ヶ
岳
町
大
道
地
区
内

②
（
有
）
竜
王
建
設
（
龍
ヶ
岳
町
）

③
１
，
９
９
５
万
円

④
11
月
〜
平
成
24
年
２
月

▼
大
道
漁
港
仮
設
護
岸
設
置
工
事

①
龍
ヶ
岳
町
大
道
地
区
内

②（
有
）光
永
工
業
所（
龍
ヶ
岳
町
）

③
３
５
７
万
円

④
11
月

▼
市
道
野
々
川
公
民
館
線
道
路
維

持
工
事

①
松
島
町
教
良
木
地
区
内

②
（
有
）
福
田
建
設
（
松
島
町
）

③
１
９
１
万
９
，
４
０
０
円

④
10
月
〜
12
月

▼
市
道
環
状
西
２
号
線（
賤
の
女
）

道
路
改
良
工
事

①
大
矢
野
町
上
地
区
内

②
（
有
）
大
和
工
業
（
大
矢
野
町
）

③
１
７
８
万
５
，
０
０
０
円

④
10
月
〜
12
月

▼
蔵
々
漁
港
物
揚
場
改
良
（
Ａ
）

工
事

①
大
矢
野
町
維
和
地
区
内

②
（
株
）
千
原
建
設
（
大
矢
野
町
）

③
４
，
０
２
１
万
５
，
０
０
０
円

④
11
月
〜
平
成
24
年
２
月

▼
蔵
々
漁
港
物
揚
場
改
良
（
Ｂ
）

工
事

①
大
矢
野
町
維
和
地
区
内

②
（
株
）
藤
川
建
設
（
大
矢
野
町
）

③
３
，
７
９
６
万
８
，
０
０
０
円

④
11
月
〜
平
成
24
年
２
月

□
11
月
９
日

▼
上
天
草
市
特
定
環
境
保
全
公
共

下
水
道
事
業
基
本
計
画
見
直
し

業
務
委
託

①
松
島
町

②
日
本
水
工
設
計
（
株
）
熊
本
事

務
所
（
熊
本
市
）

③
３
３
６
万
円

④
11
月
〜
平
成
24
年
３
月

▼
大
作
山
地
区
水
路
整
備
工
事

①
龍
ヶ
岳
町
大
道
地
区
内

②（
有
）橋
本
工
務
店（
龍
ヶ
岳
町
）

③
２
４
１
万
５
，
０
０
０
円

④
11
月
〜
平
成
24
年
２
月

▼
市
道
西
辺
１
号
線
道
路
維
持
工

事
（
そ
の
２
）

①
松
島
町
今
泉
地
区
内

②（
有
）松
原
技
建
工
業（
松
島
町
）

③
１
８
４
万
８
，
０
０
０
円

④
11
月
〜
平
成
24
年
１
月

▼
上
天
草
港
樋
島
港
区
海
岸
防
災

工
事

①
龍
ヶ
岳
町
高
戸
（
瀬
戸
）
地
先

②
（
株
）
住
吉
（
龍
ヶ
岳
町
）

③
４
０
６
万
３
，
５
０
０
円

④
11
月
〜
平
成
24
年
２
月

▼
樋
合
地
区
公
園
整
備
工
事

①
松
島
町
合
津
地
区
内

②
（
株
）
五
大
（
松
島
町
）

③
２
６
１
万
４
，
５
０
０
円

④
11
月
〜
平
成
24
年
２
月

▼
龍
ヶ
岳
中
学
校
障
害
児
対
策
・

そ
の
他
（
建
築
）
工
事

①
龍
ヶ
岳
町
高
戸
地
区
内

②
（
株
）
和
田
建
設
（
龍
ヶ
岳
町
）

③
３
，
３
１
８
万
円

④
11
月
〜
平
成
24
年
３
月

▼
龍
ヶ
岳
中
学
校
障
害
児
対
策
・

そ
の
他
（
電
気
）
工
事

①
龍
ヶ
岳
町
高
戸
地
区
内

②（
有
）天
草
防
災
電
気
設
備（
姫

戸
町
）

③
90
万
８
，
２
５
０
円

④
11
月
〜
平
成
24
年
３
月

▼
龍
ヶ
岳
中
学
校
障
害
児
対
策
・

そ
の
他
（
機
械
）
工
事

①
龍
ヶ
岳
町
高
戸
地
区
内

②
（
有
）
瀧
下
建
設
（
龍
ヶ
岳
町
）

③
８
７
３
万
６
，
０
０
０
円

④
11
月
〜
平
成
24
年
３
月

▼
龍
ヶ
岳
別
館
会
議
室
解
体
工
事

①
龍
ヶ
岳
町
高
戸
地
区
内

②
天
栄
工
業
（
株
）（
松
島
町
）

③
４
０
４
万
２
，
５
０
０
円

④
11
月
〜
12
月

▼
星
平
地
区
治
山
工
事

①
松
島
町
教
良
木
地
区
内

②
（
有
）
勝
栄
工
業
（
松
島
町
）

③
４
０
３
万
２
，
０
０
０
円

④
11
月
〜
平
成
24
年
２
月

平
成
23
年
度
「
北
朝
鮮
人

権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」

　

平
成
18
年
６
月
に
法
律
が
施
行

☎
環
境
衛
生
課

食
べ
残
し
を
な
く
し
て
、

ご
み
の
減
量
化
を
！

　

年
末
年
始
に
近
づ
く
こ
の
時
期

は
、
職
場
な
ど
の
忘
・
新
年
会
の
宴

会
で
外
食
さ
れ
る
機
会
が
多
く
な
っ

て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
う
い
っ
た
宴
会
の
席
で
は
、
注

文
し
た
料
理
を
食
べ
き
れ
な
い
ま

ま
残
し
て
し
ま
い
、
せ
っ
か
く
作
っ

た
料
理
も
生
ご
み
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
ご
み
の
減
量
化
に
向
け
た

取
組
み
の
中
で
も
、「
食
べ
残
し
を

な
く
す
」
こ
と
は
、
私
た
ち
が
最
も

身
近
に
で
き
る
こ
と
で
す
。

　

外
食
す
る
際
は
、
残
さ
ず
食
べ

る
習
慣
を
つ
け
る
よ
う
に
し
、
ご

み
の
減
量
化
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

□
外
食
す
る
と
き
は
頼
み
す
ぎ
な
い

〜
幹
事
さ
ん
の
心
得
〜

☆
事
前
に
お
店
を
予
約
す
る
と
き

は
、
参
加
者
の
人
数
、
性
別
、

年
齢
な
ど
を
把
握
し
た
う
え
で

適
量
を
注
文
し
ま
し
ょ
う
。

☆
宴
会
が
始
ま
る
前
と
締
め
の
前

に
は
「
残
さ
ず
食
べ
よ
う
」
と

呼
び
か
け
を
行
い
、
食
べ
残
し

が
出
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

☎
総
務
課

市
職
員
人
事
異
動

□
10
月
17
日
付
け
（　

）
は
前
所
属

■
経
済
振
興
部

●
農
林
水
産
課
▽
課
長
補
佐　

乘

越
裕
二
（
県
よ
り
派
遣
）

□
12
月
１
日
付
け
（　

）
は
前
所
属

■
市
民
生
活
部

●
大
矢
野
窓
口
セ
ン
タ
ー
▽
山
城

千
昌
（
総
務
課
）

■
教
育
委
員
会
事
務
局

●
学
務
課
▽
斉
藤
美
子
（
大
矢
野

窓
口
セ
ン
タ
ー
）

年
末
年
始
の
閉
庁
等
に
つ

い
て

■
市
役
所
等

●
大
矢
野
・
松
島
庁
舎
、
姫
戸
・

龍
ヶ
岳
統
括
支
所
、
各
出
張
所

○
12
月
29
日
（
木
）
〜
１
月
３
日

（
火
）
ま
で
閉
庁

※
死
亡
届
な
ど
緊
急
を
要
す
る
こ

さ
れ
、
毎
年
12
月
10
日
〜
16
日
ま

で
を
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓

発
週
間
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

政
府
認
定
拉
致
被
害
者
で
あ
る
本

県
出
身
の
松
木
薫
さ
ん
や
多
く
の

被
害
者
・
家
族
の
方
々
の
苦
し
み

は
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

　

本
県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ま
に

こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
関
心
と
認

識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
同

週
間
を
中
心
に
写
真
パ
ネ
ル
展
や

講
演
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
事

業
を
行
う
予
定
で
す
。

▼
問
合
せ
先　

熊
本
県
国
際
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
１
５
９

と
は
市
役
所
警
備
員
室
な
ど
で

受
付
可
能

■
市
立
病
院
・
福
祉
健
康
施
設
な
ど

●
上
天
草
総
合
病
院
・
教
良
木
診
療
所

○
17
ペ
ー
ジ
に
掲
載

●
湯
島
診
療
所

○
12
月
29
日
（
木
）
〜
１
月
３
日

（
火
）
ま
で
休
診

●
大
矢
野
・
姫
戸
・
大
道
・
樋
島

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
12
月
29
日
（
木
）
〜
１
月
３
日

（
火
）
ま
で
閉
館

●
上
天
草
市
斎
場

○
１
月
１
日
（
日
）
は
休
館

■
体
育
文
化
施
設
な
ど

●
大
矢
野
総
合
体
育
館
、
松
島
総

合
セ
ン
タ
ー
「
ア
ロ
マ
」、
姫

戸
体
育
館
・
龍
ヶ
岳
体
育
館

○
12
月
28
日
（
水
）
〜
１
月
４
日

（
水
）
ま
で
休
館

●
各
図
書
館

○
19
ペ
ー
ジ
に
掲
載

■
観
光
施
設
な
ど

●
ス
パ
・
タ
ラ
ソ
天
草

○
12
月
31
日
（
土
）、
１
月
１
日

（
日
）
は
閉
館　

●
上
天
草
物
産
館
さ
ん
ぱ
ー
る

○
12
月
31
日
（
土
）
は
７
時
〜
17

時
ま
で
営
業

○
１
月
１
日
（
日
）
は
休
館　

○
１
月
２
日
（
月
）
は
９
時
〜
17

時
ま
で
営
業

●
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル

○
12
月
29
日
（
木
）
〜
１
月
１
日

（
日
）
ま
で
休
館
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お知らせ

「カラ期間」をご存じですか
□加入期間が数年足りず年金が受け
られないときは

□カラ期間とは

□本人の申出が必要です

□カラ期間がない方は

□問合せ先
☎
☎

可燃ごみ収集

大矢野町 平成 23年
最終収集日

平成 24年
初収集日

維和、湯島、上、中地区 12 月 30 日（金） １月６日（金）
登立地区 12 月 29 日（木） １月５日（木）

松島町 平成 23年
最終収集日

平成 24年
初収集日

合津地区 12 月 29 日（木） １月５日（木）
阿村、今泉、

内野河内、教良木地区 12 月 30 日（金） １月６日（金）

姫戸町 平成 23年
最終収集日

平成 24年
初収集日

全地区 12 月 30 日（金） １月６日（金）

龍ヶ岳町 平成 23年
最終収集日

平成 24年
初収集日

樋島、高戸地区①※３ 12 月 29 日（木） １月５日（木）
大道、高戸地区①※４ 12 月 30 日（金） １月６日（金）
※ 3　高戸地区①：東風留、白浜、下貫　
※ 4　高戸地区②：高串、小屋河内、脇浦、瀬戸

し尿収集
平成 23年
最終収集日

平成 24年
初収集日

大矢野町 12 月 29 日（木） １月５日（木）松島・姫戸・龍ヶ岳町 12 月 28 日（水）
分別ごみ収集

　平成 24 年１月の分別収集は第１日曜日が元旦に当たるため、それぞ
れ１週間遅らせて実施することになっております。
　各地区の収集実施日については、各世帯に配布しております「ごみ収
集カレンダー」でご確認ください。

清掃センターへのごみの直接持ち込み

ごみの種類
12月
28 日
（水）

29 日
（木）

30 日
（金）

31日～
1月３日
（土）～（火）

４日
（水）

５日
（木）

可燃ごみ ○ ○ ○

休み

○ ○
ビン・缶 ○ × × ○ ○
ビン・缶以外 ○ ○ ○ ○ ○
不燃物 ○ × × ○ ○
粗大ごみ ○ × × ○ ○
終了時間 16 時 16 時 15 時 16 時 16 時

　例年 12 月下旬は、ごみの持込みが集中し、大変混雑します。大掃除
などで出る粗大ごみや不燃ごみは、この時期を避け、早めに持ち込まれ
ることをお勧めします。
●問合せ先
○環境衛生課　　☎ 0964（56）1111
○清掃センター　☎ 0969（57）0161

資
源
物

　

健
康
マ
ラ
ソ
ン
の
元
祖
、
早
春
の
風
物
詩
と
し
て
有

名
な
天
草
パ
ー
ル
ラ
イ
ン
マ
ラ
ソ
ン
大
会
。
昭
和
48
年

か
ら
開
催
し
、
今
回
で
節
目
の
第
40
回
大
会
を
迎
え
ま

す
。
潮
風
薫
る
春
の
天
草
路
を
ご
家
族
・
お
友
達
と
ゆ
っ

く
り
楽
し
く
走
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
た
く
さ
ん
の
ご
応

募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ところ

と　き

■種目・（参加資格）
◆一般の部　

◆ファミリーの部　

■参加料　
◆一 般 の 部…
◆ファミリーの部…
◆市 民 の 部 ・高 校 生 以 下…
　　　　　　　　・18 歳以上の方…

■問合せ先　天草パールラインマラソン大会事務局

☎

★市民の部の参加条件★

■参加申込　

　１月31日（火）まで

◆市民の部

■主催　
■主管　
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市営住宅の入居者募集 【問合せ先】都市整備課

　
■申込み資格

■申込みに必要なもの　

■募集期間

■申込用紙配布・受付場所

■抽選会（申込み多数の場合）
□日時
□場所

■入居募集市営住宅一覧

住宅団地名
（建設年度）

所在地
（住戸番号）

構　造
（階・間取り・トイレ）

荒木団地
（昭和62年）

大矢野町登立 8948
（F 棟 110 号）

木造２階建
（－・3DK・汲取り）

下貫団地
（昭和47年）

龍ヶ岳町高戸 4350-5
（１号棟 401 号）

中層耐火４階建
（４Ｆ・３Ｋ・水洗）

小屋川内団地
（昭和49年）

龍ヶ岳町高戸 903-10
（４号棟 101 号）

簡易耐火２階建
（ー・３Ｋ・水洗）

小屋川内団地
（昭和49年）

龍ヶ岳町高戸 903-10
（４号棟 102 号）

簡易耐火２階建
（ー・３Ｋ・水洗）

■応募の無かった住宅については、随時相談に応じます

お知らせ

今日からさっそく

「介護で大切なこと」

●問合せ先

☎
市のデータ

（　）は前月比
平成23年11月30日現在

人 　 口　 31,388人（－16）
男 　 性　 14,782人（－   6）
女 　 性　16,606人（－10）
世 帯 数　 12,294戸（－   3）
市の面積      126.14㎢

善
意
に
感
謝
（
敬
称
略
）

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

市
内
の
福
祉
施
設
（
松
朗
園
・

南
風
苑
・
き
ら
ら
の
里
・
翔
洋

苑
・
相
生
荘
）
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ー
ビ
ス
を
し
た
方
々
を
紹
介
し

ま
す
。

○
中
田
理
髪
店
、
ノ
ウ
ブ
ル
、
松

島 

花
水
木
、
菓
子
工
房
ア
ロ
ー

ム
、
本
郷
絵
手
紙
も
み
じ
会
、 

天
理
教
大
矢
野
支
部
、
吉
川
キ

ヨ
カ
、
前
川
タ
マ
ノ
、
山
本
春

子
、
圓
尾
玲
子
、
山
下
エ
ツ
子
、

濱
口
民
謡
教
室
、
西
山
カ
ラ
オ

ケ
教
室
、
水
野
国
男
、
森
繁
美
、

西
本
光
宏
、
木
下
と
も
子
、
糀

本
泰
子
、
堀
江
光
香
、
母
子
会

（
井
手
口
菊
代
、
坂
元
裕
生
、

前
森
恵
子
）、
琴
城
流
大
正
琴

「
す
み
れ
」、ど
す
こ
い
隊
、龍
ヶ

岳
町
老
人
ク
ラ
ブ
・
オ
ム
ツ
た

た
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
梅
戸
義

伸
、
高
戸
婦
人
会

～スパ・タラソ天草～

□問合せ先 ☎

□アルゴパック！　 □特酸素カプセルの効果　

★平日限定アルゴパック割引始めました！
　平日のみ　3,000 円⇒ 2,500 円（12月末まで）
★いつでも！アルゴパック ＋ 酸素カプセル⇒ 3,500 円

☎
☎

個人住民税の特別徴収制度の概要

市　

町　

村

事
業
所
等
（
特
別
徴
収
義
務
者
）

納
税
義
務
者
（
従
業
員
）

①給与支払報告書の提出
（毎年１月 31日まで）

③特別徴収税額通知
（毎年５月中旬頃）

⑤税額の納入
（翌月 10日まで）

③特別徴収税額通知
（毎年５月３１日まで）

④給与から差引き（天引き）
（６月支給から翌年５月支給分まで）

②
税
額
の
計
算

　

平
成
24
年
度
の
一
般
職
の
嘱
託

職
員
お
よ
び
臨
時
職
員
採
用
の
た

め
の
登
録
者
の
募
集
に
つ
い
て
は

来
月
１
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

☎
総
務
課

嘱
託
職
員
お
よ
び
臨
時
職
員

登
録
者
の
募
集
に
つ
い
て


